
●
熊
本
地
震
　
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
念
し
ま
す
。
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
も
支
援
活
動
中
で
す
。

　

国
交
省
後
援
の
平
成
28
年
度「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」通
称〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〟が
国
が
定
め
た「
住

宅
月
間
」の
10
月
を
中
心
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（
大
阪
、京
都
、兵
庫
、滋
賀
、和
歌
山
、奈

良
各
支
部
）は
別
表
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

近
畿
の
6
支
部
は
地

域
の
特
色
を
反
映
し
て

毎
回
独
自
性
の
あ
る
内

容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
背
景
に
国
の
住

宅
政
策
と
し
て
新「
住

生
活
基
本
計
画
」

2
0
1
6
～
2
0
2
5

年
が
あ
り
、こ
の
中

で
空
き
家
の
管
理

や
建
て
替
え
な
ど
、

住
環
境
向
上
施
策

が
さ
ら
に
明
確
化
。

フ
ェア
は
こ
れ
ら
を

参
考
に
し
な
が
ら

平成28年度住環境向上セミナー（通称・オーナーセミナー）

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
〝
来
場
者
数
の
前
年
度
ア
ッ

プ
、行
政
か
ら
民
間
ま
で
の
幅

広
い
情
報
提
供
、日
管
協
の

P
R
ブ
ー
ス
の
充
実
〟な
ど
国

交
省
や
本
部
か
ら
開
催
へ
の

注
文
は
多
い
。こ
れ
を
受
け
て

各
支
部
で
は
地
元
自
治
体
や

各
不
動
産
団
体
と
も
協
力
し
、

賃
貸
住
宅
の
経
営
者
か
ら
管

理
会
社
、設
備
関
連
業
者
、一

般
来
場
者
に
至
る
広
い
対
象

に
十
分
納
得
で
き
る
情
報
の

発
信
を
行
い
ま
す
。セ
ミ
ナ
ー

形
式
や
研
修
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

方
法
を
駆
使
し
て
来
場
者
の

期
待
に
沿
う
予
定
で
す
。

　
〝
賃
貸
管
理
業
〟が
国
の
住

宅
政
策
と

密
接
に
関

係
し
、
注

目
を
集
め

て
い
る
時
、日
管
協
の
活
動
を

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
十
分
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
会
員
増
へつ
な
げ

る
の
も
一
方
で
重
要
で
す
。大

阪
府
支
部
が
設
け
た「
日
管

協
の
ブ
ー
ス
」は
前
回
大
人
気

で
し
た
。今
回
も
平
成
28
年

度
の
事
業
計
画
や
、賃
貸
不

動
産
経
営
管
理
士
の
国
家
資

格
化
と
賃
貸
住
宅
管
理
業
の

法
制
化
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
、会
員
拡
大
へ
前

年
度
に
続
く
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
P
R
し
ま
す
。来
場
者
へ

前
回
以
上
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
会
場
づ
く
り
へ
6
支
部

は
独
自
の
企
画
を
考
え
、た

く
さ
ん
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
場
に
し
ま
す
。

積
極
的
な
活
用
を

日
管
協
の
新
し
い
広
報
紙

「
日
管
協
ト
ゥ
デ
イ
」の
購
読

　
「
日
管
き
ん
き
」が
今
年
6

月
に
紙
面
で
予
告
発
表
し
た

本
部
広
報
紙
の「
日
管
ト
ゥ
デ

イ
」が
予
定
通
り
総
会
の
当

日
、6
月
14
日
に
創
刊
し
ま

し
た
。そ
れ
に
関
し
て（
公

財
）日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協

会・広
報
組
織
委
員
長・長
田

修
氏
か
ら
広
く
業
界
の
内
外

で
読
ま
れ
る
よ
う
発
行
の
主

旨
と
活
用
に
つ
い
て
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

年
3
回
、1
回
10
万
部
。

賃
貸
住
宅
行
政
の
動
向
や
日

管
協
活
動
、公
益
性
を
発
信
。

広
報
紙
の
具
体
的
活
用
と
し

て
オ
ー
ナ
ー
や
、従
業
員
へ
の

配
布
で
情
報
の
共
有
効
果
を

期
待
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
賃
貸
不
動
産
経
営
管

理
士
試
験
が
11
月
20
日（
日
）に
全
国

11
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。平
成
7
年

に
創
設
さ
れ
た
試
験
制
度
。運
営
を

日
管
協
を
含
む
賃
貸
不
動
産
経
営

管
理
士
協
議
会
が
行
って
い
ま
す
。前

年
度
の
合
格
者
は
2
、6
7
9
人
。や

が
て
は
国
家
資
格
化
が
見
え
て
お
り
、

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、賃

貸
管
理
業
者
登
録
制
度
の一部
改
正

で
法
制
化
へ
向
け
て
、資
格
者

が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
見
通

し
も
あ
り
、注
目
度
は
高
ま
る

一方
で
す
。

　

新
時
代
を
迎
え
る
賃
貸
管
理
業

を
支
え
る
こ
と
に
な
る〝
資
格
者
〟が

さ
ら
に
増
え
そ
う
で
す
。

　

11
月
の
本
番
に
備
え
て
7
月
13
日

と
14
日
の
両
日
に
行
わ
れ
た
日
管
協

主
催
の「
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士

講
習
」（
大
阪
会
場
）に
は
2
0
7
名

が
参
加
、予
定
の
1
5
7
名
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。同
試
験
が
い
か

に
重
要
性
を
増
し
て
き
た
か
を
知
る

数
字
と
な
り
ま
し
た
。

︻
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
と
は
︼

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョン
な
ど
、

重
要
な
住
居
で
あ
る
賃
貸
住
宅
に

関
す
る
知
識・技
能・倫
理
観
を
持
っ

た
専
門
家
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
資

格
者
。多
様
化・高
度
化
す
る
管
理

手
法
、適
正
な
管
理
の
重
要
性
が
問

わ
れ
る
と
き
、賃
貸
不
動
産
業
従
事

者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。年
々
資
格
者
は
増
え
、現

在
、約
3
万
名
が
全
国
で
活
躍
中
で

す
。

10 月 23日（日）

10月 8日（土）

草津市内「草津市まちづくりセンター」

和歌山市内「みんなの学校」

奈良市内「ホテル日航奈良」

日管協・近畿ブロック6支部で開催
市
場
状
況
や
行
政
の
動
向
こ
こ
で
ズ
バ
リ

﹁
来
て
よ
か
っ
た
﹂の
実
感
第
一
に

日管協ブースへオーナーなど幅広い来場者が

●法
律
に
基
づ
く
資
格
へ

11
月
20
日（
日
）い
よ
い
よ

「
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験
」実
施

　
「
不
動
産
業
関
連
制

度
の
改
正
等
に
伴
う
説

明
会
」が
去
る
8
月
31
日

（
水
）午
後
か
ら
大
阪
合

同
庁
舎
第
一
別
館
の
会
議
室
で
行
わ
れ
、

管
理
業
界
か
ら
も
多
数
が
出
席
し
ま
し

た
。開
催
を
担
当
し
た
の
は
近
畿
地
方

整
備
局
建
政
部
建
設
産
業
第
2
課
。宅

建
業
法
の
改
正
や
賃
貸
管
理
業
者
登
録

制
度
の
改
正
点
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
、業

界
に
と
っ
て
重
要
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

登
録
業
者
の
増
加
の
足
踏
み
状
況
を
打

破
す
る
た
め
の一
部
改
正
へ
行
政
の
積
極

的
な
対
応
で
す
。

　

日
管
協
か
ら
各
支
部
長
は
じ
め
大
勢

が
参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
宅
建
業
法
の

改
正（
国
交
省
土
地・建
設
産
業
局・不

動
産
業
課・課
長
補
佐
、本
間
優
子
氏
）。

賃
貸
管
理
登
録
制
度
の
改
正（
国
交
省
、

同
上・課
長
補
佐
、佐
藤
篤
氏
）。D
I
Y

型
賃
貸
借
に
関
す
る
契
約
書（
国
交
省
、

同
上
、住
宅
総
合
整
備
課
課
長
補
佐
、飯

竹
理
広
氏
）。災
害
リ
ス
ク
情
報
の
周
知

（
近
畿
地
方
整
備
局
・
河
川
部
よ
り
2

名
）が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。そ
の
後
は
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

●近
畿
地
方
整
備
局

〝
登
録
制
度
〞の
見
直
し
な
ど

不
動
産
業
関
連
制
度
の
改
正
で
説
明
会

関係業者で満員の会場

・ 大阪府支部
・ 兵庫県支部
・ 奈良県支部

・ 京都府支部
・ 滋賀県支部
・ 和歌山県支部
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多
彩
な
企
画
と
演
出
が
毎
回

楽
し
み
な
大
阪
府
支
部
が
主
催

す
る「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」正

式
名
称「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」。今
回
は
2
0
1
6
年
の

開
催
と
し
て
前
年
よ
り
さ
ら
に

内
容
を
充
実
さ
せ
た
研
修
、講

演
、座
談
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。支
部
別
動
員
数
で
も
ト
ッ

プ
を
行
く
だ
け
に
今
回
も
2
日

間
開
催
の
利
点
を
生
か
し
て

5
0
0
人
以
上
の
動
員
を
予

定
。来
場
者
増
に
つ
な
が
る
全

国
賃
貸
住
宅
新
聞

社
主
催
の
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト「
賃
貸
住
宅

フ
ェア
2
0
1
6
ｉｎ
大
阪
」会

場
内
で
開
催
す
る
手
法
は
今
回

も
注
目
で
す
。〝
フェア
〟の
来
場

者
へ
も
日
管
協
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
期
待
で
す
。

　

開
催
を
目
前
に
し
た
大
阪

府
支
部
の
幹
事
会
席
上
で
も

来
場
者
が
期
待
す
る
最
新
の

テ
ー
マ
の
選
択
や
前
回
好
評

だっ
た
日
管
協
の
ブ
ー
ス
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。同
時
に
大
阪
府
支
部
が

こ
の
期
間
中
独
自
の
入
会
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、ブ
ー
ス
で
の
会
員
増
へ

の
ア
ピ
ー
ル
も
行
い
ま
す
。本
部

か
ら
も
事
務
局
員
が
参
加
、日

管
協
の
P
R
や
研
修
講
師
と
し

て
幅
広
く
対
応
し
ま
す
。

　

市
場
の
現
況
は
、賃
貸
経
営

の
未
来
は
、業
務
や
判
例
、相
続
、

民
泊
、新
法
律
への
対
処
な
ど
来

場
者
の
知
り
た
い
こ
と
は
多
く
、

研
修
を
含
め
た
各
ブ
ー
ス
で
新

し
い
切
り
口
で
の
企
画
で
臨
み

ま
す
。来
場
者
に
と
って〝
明
日

に
備
え
る
貴
重
な一日
〟と
な
る

よ
う
期
待
に
沿
い
た
い
と
言
う

考
え
で
す
。昨
年
好
評
だ
っ
た

組
織
広
報
委
員
会
が
企
画
し
た

「
物
件
管
理
か
ら
資
産
管
理
へ
」。

ま
た
、「
激
変
す
る
賃
貸
住
宅

市
場
、専
門
的
管
理
こ
そ
が
成

功
の
秘
訣
」な
ど
の
路
線
を
守

る
鮮
度
の
あ
る
現
実
的
テ
ー
マ

に
民
泊
問
題
を
含
め
た
企
画
を

進
め
て
い
ま
す
。日
管
協
本
部

か
ら
末
永
照
雄
会
長
も
来
場
。

オ
ー
ナ
ー
か
ら
管
理
会
社
を
対

象
に
具
体
的
な
賃
貸
経
営
の
今

後
に
つい
て
講
演
し
ま
す
。

■ 

住
環
境
の
向
上
へ「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
6
」

主
催（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅

管
理
協
会
大
阪
府
支
部（
竹
田

雅
寿
支
部
長
）2
0
1
6
年
10

月
13
日
14
日
。後
援 

国
土
交

通
省
、大
阪
府
、協
力
㈱
全
国

賃
貸
住
宅
新
聞
社
。会
場「
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」。

　

今
年
度
も
全
国
規
模
で
日

管
協
会
員
の
入
会
キ
ャ
ンペ
ー
ン

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。各
支
部

も
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
方
法
で
入

会
促
進
に
工
夫
を
し
、最
終
的

に
は
全
国
で
1
、3
0
0
会
員

を
目
指
し
て
い
ま
す
。大
阪
府

支
部
も
従
来
か
ら
入
会
運
動

を
す
す
め
て
き
た
が
今
回
は
さ

ら
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
方
法

で
と
、大
阪
府
支
部
の
限
定
企

画
と
し
12
月
末
ま
で
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
に
大
阪
府
内
に

あ
る
事
業
者
に
限
り〝
入
会
金

無
料
〟を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

本
部
作
成
の
会
員
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
下
敷
き
に

し
て
独
自
の
パ
ン
フ
を

別
刷
り
し
て
入
会
金

の
15
万
円
を
限
定
条

件
に
適
合
す
る
事
業
者
に
は
無

料
に
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
、

目
下
実
施
中
で
す
。

　

近
畿
ブ
ロッ
ク
に
属
し
て
い
る

大
阪
府
支
部
は
、1
2
8
社

（
現
在
1
1
3
社
）へ
向
け
て
入

会
促
進
運
動
中
で
す
。こ
の
企

画
が
成
功
し
、入
会
増
と
な
れ

ば
や
が
て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で

3
0
0
社
も
近
い
と
み
ら
れ
ま

す
。入
会
へ「
一
緒
に
勉
強
し
て

管
理
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。い
ま
管
理
業
を
め
ぐ
って
法

制
化
、賃
貸
不
動
産
経
営
管
理

士
の
国
家
資
格
化
、民
泊
問
題

な
ど
市
場
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
賃
貸
住
宅
管

理
業
界
の
確
立
へ
向
っ
て
の
整

備
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。入
会
への
説
得
材
料
は

十
分
で
す
。

大阪府支部限定企画大阪府支部限定企画
（※本社所在地が大阪府にある事業者）

本社所在地が
大阪府にある事業者に限り、

入会金無料 !!

��
月
13
～
14
日

「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
」大
阪
府
支
部
主
催

入
会
金
無
料
の
好
機
で
す

大
阪
府
支
部
が
12
月
末
ま
で

限
定
企
画  

会
員
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会
の

太
田
卓
利
委
員
長（
㈱
宅
都

社
長
）が
主
に
な
っ
て
企
画

し
た
今
回
は
、京
都
を
代
表

す
る
管
理
会
社
、㈱
長
栄
へ

の
訪
問
と
決
定
。堅
実
な
一

方
、時
代
を
先
取
り
す
る
挑

戦
的
な
経
営
を
行
う
同
社

の
仕
事
の
全
容
に
つ
い
て
知

る
、聞
く
機
会
を
設
け
ま
し

た
。前
回
は
金
沢
の
ク
ラ
ス

コ
社
へ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
も
成
功
さ

せ
て
い
ま
す
。リ
フ
ォ
ー
ム
を
重
視

し
た
管
理
会
社
と
し
て
独
自
の

展
開
を
現
地
で
知
り
た
い
と
実

施
。太
田
卓
利
委
員
長
の
企
画
は

好
評
裡
に
終
了
。次
は
業
績
が
評

価
さ
れ
み
ん
な
の
期
待
も
あ
っ
た

㈱
長
栄
と
決
定
。そ
の
結
果
、関

心
が
集
ま
り
予
想
通
り
当
日
は

40
名
以
上
が
参
加
し
て
定
員
30

名
を
超
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ

た
長
田
修
社
長

は
自
ら
の
仕
事

へ
の
熱
い
思
い
と

や
っ
て
き
た
長
い

歴
史
を
語
り
、

最
後
は「
金
儲

け
を
先
に
し
よ

う
と
考

え
る
と

失
敗
し

ま
す
」

と
自
論

を
。さ
ら
に「
全
て
の
社
員
は
自

分
で
考
え
る
力
を
持
つ
こ
と
」と

結
論
付
け
ま
し
た
。会
社
と
し
て

の
仕
事
の
幅
は
広
い
が
出
来
る
限

り
社
内
で
と
自
社
解
決
力
は
社

員
の
レ
ベ
ル
向
上
に
つ
な
が
る
と
。

「
自
分
で
考
え
て
仕
事
の
喜
び
を

知
る
」と
い
う
厳
し
い
社
員
教
育

を
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

管
理
業
務
の
す
べ
て
を
進
行
役
の

奥
野
雅
裕
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
個

別
に
説
明
。そ
の
中
で
質
疑
応
答

も
加
わ
り
ま
し
た
。オ
ー
ナ
ー
へ

も
入
居
者
に
も
満
足
を
与
え
る

あ
ら
ゆ
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
中
で
こ
の
キ
メ
の
細
か
さ
と
驚

き
の
手
法
に
接
し
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
の
質
問
も
多
く
、終
日
充

実
の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、

当
日
は
竹
田
雅
寿
大
阪
府
支
部

長
、山
本
肇
同
相
談
役
な
ど
が
出

席
し
ま
し
た
。

M
e
m
o

定
員
オ
ー
バ
ー
の
40
名

ト
ッ
プ
営
業
マ
ン
参
加

第
4
回「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」7
月
20
日

●
長
田
修
社
長
挨
拶
●
会
社
紹

介
V
T
R
●
質
疑
応
答
●
管
理

維
持
に
つい
て
①
拠
点
展
開
に
つい

て
②
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
③
入
居

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
は
④
外
国
人

入
居
者
対
策
⑤
産
学
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
●
オ
ー
ナ
ー
向
け
顧
客

満
足
度
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
●

法
務
部
税
務
課
設
置
に
つ
い
て
●

ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
後
懇
親
会
。

　

な
お
、㈱
長
栄
は
管
理
戸
数
2

万
7
0
2
戸
。入
居
率
は
96・7
％

で
す
。

●
●
● 　

第
4
回
大
阪
府
支
部
主
催﹁
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
﹂実
施　

 

●
●
●
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熱心に説明を聞く参加者

京都の管理会社　㈱長栄を訪問

40名参加、定員オーバーの盛況に

自分史と会社のあり方を語る
長田修社長

演出した
太田卓利委員長

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

前回のセミナー会場
会場はいつも人でいっぱいです

充
実
の
研
修
、講
演
、座
談
会

今
年
も﹁
賃
貸
住
宅
フ
ェア
﹂会
場
で

ニ

ュ

ー

ス

●
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
へ
全
員
で

大
阪
府
支
部
幹
事
会
で
確
認

　

夏
か

ら
秋
に

掛
け
て

イ
ベン
ト

が
集
中

す
る
大

阪
府
支

部
。竹
中
力
事
務
局
長
を
中

心
に
竹
田
雅
寿
支
部
長
も
協

力
、各
幹
事
が
行
事
の
ス
ム
ー

ズ
な
進
捗
を
図
る
た
め
効
率

的
で
実
効
性
と
直
結
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の

間
に
展
開
中
の〝
入
会
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
〟の
P
R
も
行
い
、セ
ミ

ナ
ー
の
参
加
者
に
は
直
接
入

会
案
内
や
日
管
協
の
資
料
を

渡
す
な
ど
の
工
夫
も
実
施
。

今
回
の
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

支
部
挙
げ
て
の
普
及
活
動
で

す
。

　

支
部
活
動
節
目
の
8
月
と

9
月
に
大
阪
府
支
部
幹
事
会

を
開
き
、支
部
長
以
下
幹
事

ら
す
べ
て
が
出
席
、一気
に
後
半

へ
の
イ
ベ
ン
ト
対
策
を
ま
と
め

ま
し
た
。レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
活

動
や「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」の
報
告
。

そ
の
後
は
組
織
広
報
委
員
会
、

企
画
研
修・業
務
研
究
委
員
会

が
リ
ー
ド
し
て
の
研
修
内
容
の

確
認
。オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の

全
体
像
、人
員
手
配
、入
会

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
現
況
と
予
測

│
な
ど
を
テ
ー
マ
に
時
間
を
か

け
て
報
告
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。成
功
を
期
待
さ
れ

る
10
月
の「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」に
は
引
き
続
い
て
事
務

局
を
中
心
に
前
回
以
上
の
内

容
を
目
指
し
て
幹
部
が
意
見

交
換
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

イベントに向けての幹事会

日管きんき〈2〉 大阪府支部
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͜
の
΄
Ͳ
28
年
度
の
第
1
回
作

業
部

会
が

開
か

れ
各

団
体
が一致
協
力
し
て
入
居
困

難
者
へ
向
け
て
の
制
度
の
周
知

へ
協
力
を
強
め
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。相
談
の
徹
底
、

支
援
体
制
、保
証
人
関
連
な
ど

で
意
見
を
交
換
。特
に
、「
あ
ん

し
ん
賃
貸
検
索
シ
ス
テ
ム
」の

相
談
普
及
を
官
民
一体
で
進
め

る
こ
と
で一致
し
ま
し
た
。日
管

協
大
阪
府
支
部
で
も
協
議
会

の
部
会
員
と
し
て
機
会
あ
る
ご

と
に「
O
S
A
K
A
あ
ん
し
ん

住
ま
い
推
進
協
議
会
」の
P
R

を
行
い
ま
す
。代
表
と
し
て
出

席
し
て
い
る
大
阪
府
支
部
山

本
肇
相
談
役
は
同
協
議
会
の

新
役
員
選
任
で
副
会
長
と
な

り
ま
し
た
。

　

注
目
度・関
心
の
上
昇
を
上
げ
つ

つ
意
識
改
革
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
を
目
的
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
の
研
修
。参
加
者
全
員
が

共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
テ
ー
ブ
ル

毎
に
意
見
を
主
張
し
合
っ
て
盛
り

上
が
る

の
が
特

徴
で
す
。

今
回
は

震
災
発
生
時
の
リ
ス
ク
に
つい
て
対

応
策
や
リ
ス
ク
の
内
容
に
つい
て
意

見
を
交
換
し
合
う
と
い
う
設
定
。

こ
れ
も
、熊
本
地
震
の
現
地
か
ら

学
ん
だ
こ
と
が
多
く
、そ
こ
を
踏

ま
え
て
管
理
会
社
と
し
て
ど
う
対

処
し
て
い
く
か
、事
前
策
は
、問
題

対
処
に
つ
い
て
真
剣
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。積
極
的
な
対

策
検
討
を
行
っ
て
い
る
会
社
も
あ

り
、温
度
差
は
あ
る
も
の
の
こ
の
時

期
適
切
な
テ
ー
マ
で
し
た
。そ
の
結

果
、目
立
っ
た
意
見
は
①
行
政
と
の

日
常
か
ら
の
協
力
体
制
②
十
分
な

対
策
の
発
信
③
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
策
定
な
ど
。熊
本
地
震
の
現
場

を
歩
い
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
が

論
じ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
研
修
を

通
じ
て「
震
災
対
策
」に
会
員
各

社
が
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
た
め
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

当
日
は
1
部
〜
3
部
ま
で
で
形

成
。最
初
に
大
阪
市
に
よ
る
耐
震

診
断・改
修
補
助
事
業
の
活
用
提

案
。2
部
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
研

修
。最
後
は
懇
親
会
が
あ
っ
て
終

了
し
ま
し
た
。管
理
会
社
が
災
害

時
に
ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
対
処
す

る
の
か
、一
方
で
社
会
へ
貢
献
で
き

る
方
法
と
は
に
つ
い
て
今
後
も
論

じ
合
う
方
向
で
す
。な
お
、大
阪

府
支
部
O
B
の
大
阪
市
此
花
区
長

の
前
田
昌
則
氏
が
出
席
し
ま
し
た
。

れͦͧれがテーブル と͝にू·ってɺ
熱心にσィスΧッション

女
性
社
員
の〝
や
る
気
〞育
て
な
い
と

　

大
阪
府
支

部
の
レ
デ
ィ
ー

ス
部
会（
田
中

与
志
子
部
会

長
）が
今
夏
開

い
た
の
は

「
働
き
続

け
る
女
性

が
育
つ
会

社
を
目

指
し
て
…

職
場
環
境

の
現
状
と

ホ
ン
ネ

は
」
と
い

う
長
い

テ
ー
マ
。つ

ま
り
、女
性

の
働
く
現

場
の
実
態
、

所
属
す
る
会
社
の
考
え
、や
る
気
を

起
こ
さ
せ
る
職
場
環
境
と
は
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
現
実
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
働
く
女
性
の
本
音
と
願
望
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
形
式
で
の

ト
ー
ク
で
し
た
。

　

第
1
部
は
講
演
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ア
パ
ル
ト
マ
ン
㈱
の
E
S
セ
ン
タ
ー

リ
ー
ダ
ー
の
増
田
友
季
氏
が「
女
性

ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
く
長
く
働
く
わ
が

社
の
取
り
組
み
」、㈱
宅
都
の
人
事

総
務
部
課
長
の
塩
田
大
介
氏
が「
パ

ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
対
策
への
取
り
組
み

と
女
性
委
員
会
の
発
足
」。そ
れ
ぞ

れ
に
今
回
の
総
合
テ
ー
マ
で
あ
る〝
働

き
続
け
る
女
性
が
育
つ
会
社
〞に
沿
っ

て
自
社
の
現
状
を
発
表
し
ま
し
た
。

次
い
で
㈱
リ
ク

ル
ー
ト
住
ま
い

カ
ン
パ
ニ
ー
の

賃
貸
営
業
統

括
部
の
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
浦
卓
也
氏
が「
働
き
方

の
多
様
性
と
業
務
効
率
U
P
の
取
り
組

み
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
講
演
を
聴
い
た
後
の
グ
ル
ー
プ

討
議
で
は
自
社
の
状
況
や
本
人
の
考
え
を

述
べ
提
言
し
、参
加
者
の
女
性
が
問
題
を

抱
え
つつ
も
前
向
き
に
仕
事
と
取
り
組
む

姿
勢
が
強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。彼
女
ら
か

ら
は
ま
ず
、「
性
別
を
超
え
て
企
業
の
人
材

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
基
本
」「
長
く

働
く
た
め
の
新
職
種
を
」「
職
場
環
境
の
向

上
」な
ど
の
考
え
を
発
表
。「
頑
張
っ
た
そ
の

後
の
達
成
感
が
欲
し
い
」「
家
族
の
事
情
を

考
慮
」「
パ
ー
ト
に
も
評
価
制
度
を
」な
ど

各
種
の
要
望
も
聞
け
ま
し
た
。企
業
の
対

女
性
の
柔
ら
か
な
対
処
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

プ
ラ
ス
思
考
で
人
材
に

　

田
中
与
志
子
部
会
長
は「
こ
の
テ
ー
マ
は

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
き
た
い
。こ
の
企
画
が
や

が
て
管
理
業
の
近
代
化
や
業
績
向
上
へ
結

び
付
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
」。大
阪
府

支
部
長
の
竹
田
雅
寿
氏
も
出
席
し
終
始
、

会
の
進
行
を
見
守
り
ま
し
た
。「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、㈱
ヴ
ィ
ナ
ス
フ
ォ
ー
ト
宮

本
達
子
社
長
の「
良
い
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
コ

ツ
」の
講
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ᶸ৬ڥのݱঢ়ᶹͰϗϯωτーΫ

　〝
女
性
の
活
用
〞は
安
部
総
理
の
社
会

へ
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。女
性
の
特
性

が
生
か
さ
れ
る
職
場
と
し
て
賃
貸
管
理

業
界
で
も
働
く
女
性
が
増
加
中
。し
か

し
、現
実
は「
活
用
」「
継
続
」に
は
ま
だ

遠
く
、そ
こ
を
取
り
上
げ
て
講
演
会
と

座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。「
よ
い
仕
事
が

し
た
い
」と
い
う
女
性
の
ホ
ン
ネ
ト
ー
ク

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
働
き
続
け
る
女
性
が
育
つ
会
社
へ
」

講
演
と
座
談
会  

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会 

主
催
　
　

άルーϓσィスΧッション

　

今
夏
、大
阪
府
支
部（
組
織

広
報
委
員
会・宮
西
安
広
委
員

長
）が
主
催
し
て
行
わ
れ
た

「
電
力
自
由
化
セ
ミ
ナ
ー
」。一

見
し
て
地
味
な
テ
ー
マ
で
す
が

実
は
管
理
会
社
側
か
ら
入
居

者
ま
で
を
含
め
て〝
知
って
お
き

た
い
〞今
ど
き
大
切
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
選
択
の
話
で
す
。専
門
家

か
ら
十
分
に
話
を
聞
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。犬
伏
健
次
大

阪
府
支
部
副
支
部
長
の
挨
拶

で
始
ま
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
。業
界
で

は
電
力
の〝
自
由
化
〞へ
関
心
が

高
ま
って
い
る
時
だ
け
に
タ
イ
ム

リ
ー
な
企
画
で
し
た
。

　

今
年
の
4
月
か
ら「
電
力
の

小
売
り
」が
自
由
化
。賃
貸
住

宅
入
居
者
が
自
由
に
電
力
事

業
社
を
選
択
。さ
ら
に
来
年
に

は「
都
市
ガ
ス
の
小
売
り
」も
自

由
化
へ
。電
気
や
ガ
ス
は
住
宅
に

お
け
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

管
理
会
社
に
と
っ
て
も
仕
組
み

や
内
容
の
理
解
が
重
要
で
す
。

　

当
日
の
ゲ
ス
ト
講
師
は
中
央

電
力
の
岩
井
麻
人
主
任
。電
力

自
由
化
の
基
礎
知
識
か
ら
一
括

受
電
と
小
売
り
の
仕
組
み
、設

備
の
所
有
権
、起
こ
り
う
る
リ

ス
ク
、ガ
ス
の
自
由
化
な
ど
に
つ

い
て
の
講
演
で
し
た
。会
場
で
は

「
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
質
問
に
し
っ

か
り
対
応
す
る
た
め
の
絶
好
の

機
会
で
し
た
」の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
や
す
い
時
間
を
考
慮

し
、夕
方
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

電
力
自
由
化
の
仕
組
み
に
つ
い
て

大
阪
府
支
部 

専
門
家
招
き
セ
ミ
ナ
ー

एखɺ中ݎ社һͷ͑ߟΔྗΛ
 

大
阪
府
支
部  

恒
例
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン


ࡂ
ͱ
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　毎年、企画研修・業務研究委員会（松尾充秦委
員長）が催すディスカッション形式の研修。今回は2部
に若手・中堅社員を中心に〝考える力〟を引き出す
「震災リスクを考えるグループディスカッション」でした。
9月12日（月）「ハートンホテル北梅田」で行われました。

ू·ったϨσィース部会会員
れͦͧれの会社で׆༂中のঁੑ幹部
がू·ってҙ見をड़·した

田中༩ࢠࢤ
Ϩσィース部会長

田խण大阪府
支部長も参加して

Ϧーυの
দඌॆହ委員長

෭会長にબ
れ͞た山本ഹࢯ

日管きんき〈�〉大阪府支部

●土地有効活用 ●賃貸住宅管理
●仲介全般　　 ●リフォーム事業

株式会社 関西建設
大阪府知事（１１）第１４２５８号

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町1丁目6番5号
Tel.06-6266-6060 Fax.06-6266-6002

賃貸住宅経営の
ベストパートナー
〈豊かさを提案します〉

経営理念
一、私達はお客様を第一として、信頼・安

心・喜びを与えます
一、私達はお客様の資産の有効活用と

都市再生に貢献致します
一、私達は感謝と喜びを持って幸せと生

きがいのある会社を作ります

〒104-0028 東京都中央区八重洲2-1-5 東京駅前ビル8階    TEL 03-6265-1555    FAX 03-6265-1556    http://www.jpm.jp/    E-mail  info@jpm.jp

（公財）日管協預り金保証制度 加入会社（373社加入※）は、
健全経営が証明された賃貸住宅管理業者です。

（公財）日管協預り金保証制度とは？
賃貸住宅を管理する上で必要な、管理会社のための制度です。

申込は年２回（１月、7月）だけ！
この機会をお見逃しなく！

2016年7月より
新規申込開始！

m.jp/    E-mail  info@jpm.jp

本制度は
健全経営の証

です

○第三者機関である保証制度審査会による経営状態の厳正な審査により管理会社の「経営の
健全性」を判断する指標となり、オーナーとの信頼関係構築や自社のＰＲに効果的です。

○万一、加入者（管理会社）に倒産が発生した場合、管理会社1社につき一定限度で預り金の
保証弁済を行います。

○国土交通省「賃貸住宅管理業者登録制度」における敷金の保管に関し、本制度に加入する
方法が、指標の一つになっています。

日管協 預り金保証制度 加入会社一覧表（近畿46社加入） ※平成28年4月1日現在

滋賀

京都

京都

大阪

大阪 大阪
兵庫

和歌山

（株）エルアイシー
（株）コンクウェスト
（株）レック
共同管理（株）
（株）京都住宅センター学生住宅
京都パナホーム（株）
（株）京都ライフ
（株）グッドハウジング
（株）グッドライフ
三和プロパティマネジメント(株)
高塚管理サービス（株）
（株）長栄
ディランド山京リース（株）

（株）フラットエージェンシー
（株）都ハウジング
（株）アイ・ディ・コミュニティー
（株）アズ・スタット
アパルトマン（株）
（株）エステートトーワ
大阪セキスイハイム不動産（株）
（株）関西建設
近畿ハウジング（株）
近藤プロパティ（株）
（株）サンプロシード
（株）住宅サービス
（株）すまいる管理

生和不動産保証（株）
(株)成都管理サービス
積和不動産関西（株）
（株）タイセイシュアーサービス
（株）宅都
（有）トラスティーサービス
（株）トラストエージェント
平山住研（株）
（株）ベストホーム
（株）マツヤマスマイルホーム
（株）ミヤビグループ
（株）三島コーポレーション
ユニヴ・ライフ（株）

（株）レンタックス
セーヨー産業（株）
（株）辰己ハウスサービス
（株）ハウスプロメイン
（株）マルサライフサービス
（株）ホームズ
レンタルハウス（株）
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京都府支部

多
忙
極
め
る

長
田
修
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

　

東
奔
西
走
と
は
ま
さ
に
近

畿
ブ
ロッ
ク
長
、長
田
修
氏（
写

真
）の
日
常
。「
日
管
協
ト
ゥ
デ

イ
」の
創
刊
に
当
た
り
陣
頭
指

揮
の
間
に
も
熊
本
地
震
の
災
害

現
地
訪
問
。こ
れ
は
岡
本
秀
巳

近
畿
ブ
ロッ
ク
事
務
局
長
も
同

行
し
た
そ
う
で
す
。さ
っ
そ
く

熊
本
地
震
支
援
への
呼
び
掛
け
。

　

創
刊
号
が
出
て
読
ん
で
も
ら

う
た
め
の
購
読
の
す
す
め
を
。ま

た
す
ぐ
に
次
号
の
打
ち
合
わ
せ
で

す
。終
わ
り
を
知
ら
な
い
活
動
が

連
続
中
で
す
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
も

自
社（
㈱
長
栄
）は「
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
」の
対
象
に
。こ
こ
で
は

創
業
の
経
緯
か
ら
若
き
日
か

ら
続
く
経
営
へ
の
理
念
の
公
開
。

「
社
員
は
ま
ず
自
ら
考
え
る
力

を
付
け
る
こ
と
」な
ど
、一
見
平

凡
な
が
ら
強
い
会
社
の
基
礎
と

な
る
人
材
づ
く
り
の
価
値
を
。

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら「
ベン
チ

マ
ー
ク
」の
対
象
に
。他
社
か
ら

の
知
り
た
い
と
い
う
の
に
は
ど

ん
な
理
由
が
と
自
問
自
答
。大

半
の
質
問
を
一
人
の
社
員
が
メ

モ
す
ら
な
く
全
て
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
の
は
社
長
の
厳

し
い
社
員
教
育
の
せ
い
だ
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

安心安全　住環境の向上　オーナーセミナー2016 in 京都

　

櫻
井
啓
孝
京
都
府
支
部

長
は
開
催
に
際
し
て
、オ
ー

ナ
ー
や
賃
貸
経
営
に
関
し
た

人
が
今
最
も
関
心
を
示
し

て
い
る
の
は
何
か
を
第
一に
考

え
て
き
ま
し
た
。一
方
で
行

政
を
動
か
し
、

新
し
い
京
都
市

の
住
宅
政
策

を
徹
底
周
知

す
る
た
め
の
場

と
し
て
、一
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
民
泊
を
は
じ
め

警
察
と
協
力
し
た
防
犯
対

策
な
ど
身
近
な
情
報
の
提

供
を
予
定
。

10月29日（土）場所「ウイングス京都」

受付け13：30　開演14：00｡無料です。
■ओ࠵　�公益財団法人　日本賃貸住

宅管理協会京都府支部
ԉ　国土交通省、京都府・市などޙ ■
■�「ウイングス京都」は京都市中京区東
洞院通六角下ル御射山町。地下鉄四
条駅か阪急烏丸駅20番出口。

伝
統
と
存
在
感
あ
る〝
京
都
〞へ

官
民
学
一
体
の
街
づ
く
り
を
共
感

　研修会と親睦会の会場は
「FUNATSURU� KYOTO�
KAMOGAWA�RESORT」で
す。京都市内木屋町にある歴史
を感じる京都らしい場所です。ま
ずそこで京都レディース委員会
の研修にみんなで参加します。1
部は東京都支部レディース委員
長の北澤艶子氏が「日管協・レ
ディース委員会の成り立ちについ
て」の講演。2部は京都市都市計
画局まち再生創造推進室京町
家保全活用課長・関岡孝繕氏が
「空き家対策～京町家保存の取
組み」について話します。
　その後は東西のレディースが
集まっての親睦パーティーです。
交流をみんなとても楽しみにして
います。詳細は新年号で紹介し
ます。その他のスケジュールは見
学・視察とかなりハードなプログラ
ムで“ベンチマーク”の狙いです。
見学対象のフラットエージェン
シーは早くから地域の資産とされ
る京町家の再生を続けてきまし
た。古い町家を地域の活性に役
立てようと若手起業家も参加して

飲食店や宿
泊施設に再
生。その現地
を見学し、宿
泊もして実感
してもらおうと
の企画です。
フラットエー
ジェンシーの

吉田光一会長
が早くからス
タートさせてい
る古民家の再
生は、吉田創
一社長に受け
継がれ、長期
間の創意工夫
の全容を全レディー
ス委員会の人に
知ってもらう機会に。
京町家の再生への
各種の新しい仕掛
けが町を変えて行
くのを実感できるチャンスです。1日目の到着
後すぐに一部を見学します。
　2日目の企業視察は㈱長栄を訪問。同社が
積極的に外国人留学生を社員として雇用、そ
の働きぶりや効果を担当者から聞きます。最
後は、㈱長栄と㈱フラットエージェンシーの両
社の経営の実態を知り学ぶ機会も作ります。
　京都のレディース部会部会長・岡嶋緑氏は
「京都府支部会員の街づくり、住宅再生への
努力、外国人留学生の支援などとレディース
部会の活動をしっかり伝えます」。両会員が
交流しての懇親会など、充実の2日間となりそ
うです。下記は当日の主なプログラム。
1 14:00ɹϦʔΨϩΠϠルϗςルू߹

16 :00ʙ18:00ɹ京都ࢢͷʮF6/AT4636 
,:0T0 ,A.0(A8A 3E403TʯͰ京都
ࢧ෦ओ࠵ͷݚमձ

18:00ʙ20:00ɹ্هॴͰກύʔςΟʔ
2 10:00ʙ12:00ɹࢹۀا

ɹ᷂ӫͱ᷂ϑϥοτΤʔδΣϯγʔ
ɹᶃ ֎ࠃਓཹֶੜͷऔΈᶄ京ொՈ׆༻

ͳͲɻྫࣄੜ࠶
ࢄɹղࠒ1�:00

東京都支部レディース委員会・京都府支部レディース部会・共催

「賃貸管理実務ベンチマーキングin京都」
28年10月6日（木）・7日（金）

留学生雇用への機会づくり（㈱長栄）

　東西都市圏で日管協の女性社員は日々の仕事への取り組みに厳しく対処しています。
特に東京都支部のレディース委員会（北澤艶子委員長）は海外視察をはじめ、その動
きは活発。それが今回の「京都を見たい、聞きたい、知りたい」になりました。10月
6日（木）7日（金）の両日、京都府支部レディース部会と共催のベンチマークです。

日
管
協
　
2
つ
の
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
と
部
会
が
合
同
企
画

町
家
保
全
や
再
生
を
勉
強
。留
学
生
雇
用
の
実
態
も

留学生対象のイベントも多い。
（フラットエージェンシー主催）

美しい京町家

満員のセミナー会場

櫻井啓孝京都
府支部長

10
月
29
日（
土
）「
ウ
イ
ン
グ
ス
京
都
」で

　
京
都
府
支
部
主
催
の〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〞は
毎
回
、地

元
重
視
の
テ
ー
マ
と
徹
底
し
て
い
ま
す
。国
の
後
援
の
基
に
行

わ
れ
る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、国
の
施
策
で
あ
る

「
安
心・安
全・住
環
境
の
向
上
」と一致
し
て
い
れ
ば
そ
の
地
域

の
特
性
が
生
か
さ
れ
て
よ
い
内
容
で
と
い
う
考
え
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
部
は

「
2
0
1
6
行
政
の
最
新
の

動
向
」＝
京
都
市
。2
部「
民

泊
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
方

向
」を
㈱
エ
ク
ソ
ン
代
表
取
締

役
の
中
島
正
晴
氏
氏
が
講
演

し
ま
す
。主
来
場
者
は
オ
ー

ナ
ー
～
入
居
者
ま
で
。

 

研
修・サ
イ
ド
ミ
ラ
ー 

大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
登
場

笑
い
が
研
修
の
テ
ー
マ
に

　

暑
気
払
い
は
お
笑
い
で
と
桜

井
支
部
長
の
ア
イ
デ
ア
で
行
わ

れ
た
夏
の
研
修
会
は
場
内
が

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。だ
ん

じ
り
で
有
名
な
岸
和
田
で
み
か

ん
づ
く
り
を
し
つつ「
大
阪
の
お

ば
ち
ゃ
ん
」を
売
り
に
吉
本
興

業
に
も
所
属
。舞
台
、テ
レ
ビ

と
活
躍
し
て
い
る
辻
イ
ト
子
さ

ん
が
研
修
の
講
師
で
し
た
。

「社員が日頃か
ら自分で考えら
れる力を…」

ニ

ュ

ー

ス

相
続
　
寺
小
家
塾
開
講

相
続
相
談
セ
ン
タ
ー
が
主
催

　

京
町
家
に
は
じ
ま
っ
て
相
続

対
策
ま
で
を
学
ぶ「
相
続　

寺
小
家
塾
」が
開
講
し
て
い
ま

す
。7
回
連
続
で
最
終
は
来
年

一
月
ま
で
専
門
の
講
師
に
よ
る

講
座
。第
1
回
目
が
今
夏
7

月
23
日（
土
）に「
空
き
家
の
利

活
用
に
つ
い
て
」と
題
し
、（
一

社
）全
国
空
き
家
相
談
士
協

会
の
副
会
長　

岡
本
秀
巳
氏

（
日
管
協
理
事
、近
畿
ブ
ロッ
ク

事
務
局
長
）が
講
演
し
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
は
家
族
信
託
や

遺
言
書
、争
続
↓
想
続
へ
、市

民
後
見
制
度
の
利
用
と
方
法

な
ど
の
テ
ー
マ
で
税
理
士
や
弁

護
士
な
ど
が
講
師
と
な
っ
て
継

続
し
て
い
き
ま
す
。主
催
は（
一

社
）相
続
相
談
セ
ン
タ
ー（
京

都
市
中
京
区
烏
丸
通
蛸
薬
師

上
る
七
観
音
町
6
3
7
イ
ン

タ
ー
ワ
ン
プ
レ
イ
ス
2
F
。問
い

合
せ
は
0
7
5
―
2
5
1
―

1
1
4
4
）。

見
聞
・
耳
聞
ど
き

日管きんき〈4〉 京都府支部



ニ
ュ
ー
ス・お
知
ら
せ

■暴追
セ
ン
タ
ー
の
研
修
会

　

京
都
府
支
部
は
も
ち
ろ
ん

暴
力
団
追
放
に
官
民
一体
で
臨

ん
で
い
る
京
都
。今
夏
、京
都

市
内
の
ホ
テ
ル
で
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、京
都

府
警
本
部
刑
事
部
理
事
官
兼

暴
力
団
対
策
室
室
長
、京
都

弁
護
士
会�
民
暴
非
弁
取
締
委

員
会
委
員
長
、京
都
府
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
専

務
理
事
ら
が
挨
拶
。続
い
て
講

演
を
京
都
弁
護
士
会�

民
暴
非

弁
取
締
委
員
会
の
弁
護
士
が

担
当
。最
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
京
都
弁
護
士
会�

民
暴
非
弁
取
締
委
員
会
の
弁

護
士
。京
都
府
警
本
部
組
織

犯
罪
対
策
総
括
室
。京
都
府

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
代
表
が
暴
追
へ
の

方
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

■アメ
リ
カ
西
海
岸
視
察

今
年
11
月
、日
管
協
が
主
催

　

日
管
協
で
は
毎
年
実
施
し

て
い
る
海
外
の
視
察
ツ
ア
ー
。

今
年
度
は
前
回
と
同
様
、米
国

賃
貸
管
理
業
を
学
ぶ
ツ
ア
ー

と
し
て
ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州・

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
ま
す
。

進
化
す
る
賃
貸
管
理
業
の

実
態
学
ぶ

　

日
本
の一
歩
前
を
歩
む
米
国

の
賃
貸
管
理
業
。過
去
の
参
加

者
か
ら
は
進
化
し
て
い
る
業
務

の
シ
ス
テ
ム
、仕
事
へ
の
誇
り
、

情
報
交
換
と
親
睦
な
ど
の
印

象
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
日
は
11
月
17
日（
木
）

～
23
日（
水
）ア
メ
リ
カ
西
海
岸

の
主
要
な
街
で
す
。参
加
者
は

一人
40
万
円
。今
回
、京
都
か
ら

㈱
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ・岡
本
秀
巳
氏

が
参
加
、次
号
で
旅
の
印
象
を

聞
く
予
定
で
す
。

　

第
7
回
J
P
M
留
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

に
よ
る
全
体
研
修
会
が
今

夏
も
京
都
で
行
わ
れ
ま
し

た
。日
管
協
あ
ん
し
ん
居

住
研
究
会�

国
際
交
流
部

会
が
催
し
た
も
の
で
7
月

9
日（
土
）㈱
長
栄
の
会
議

室
に
留
学
生
、誘
致
企
業

の
幹
部
な
ど
計
約
30
名
が

参
加
。全
体
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
た
の
が
前
回
と

同
じ
く
宮
崎
計
実
氏
、講

師
は
日
管
協
国
際
交
流
研

究
会
会
長
の
荻
野
政
男
氏
。

　

今
回
は
ミ
ャ
ンマ
ー
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、ネ
パ
ー
ル
、台
湾
、

韓
国
な
ど
、ア
ジ
ア
各
地
か

ら
広
く
留
学
生
の
参
加
が

見
ら
れ
、日
本
を
知
り
、学

び
、就
職
し
た
い
と
全
参
加

者
の
積
極
性
が
強
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。㈱
宅
都
や

㈱
長
栄
㈱
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェン
シ
ー
な
ど
、受
入
れ

側
企
業
の
担
当
者
も
留
学

生
と
机
を
並
べ
て
意
見
を

交
換
し
て
よ
い
雰
囲
気
に
。

す
で
に
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
成
功
さ
せ
て
い
る
企

業
も
多
く
、そ
こ
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
で
き
ま
し
た
。

　

荻
野
委
員
長
が
同
制
度

の
目
的
説
明
を
中
心
に
し

た
留
学
生
受
け
入
れ
の
状

況
を
語
り
ま
し
た
。最
後

は
参
加
者
が
自
己
紹
介
し

て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。

留
学
生
の
全
員
が
就
職
へ

は
前
向
き
な
姿
勢
。ま
た

企
業
側
も
万
全
な
受
け
入

れ
体
制
を
説
明
。研
修
の

効
果
が
楽
し
み
で
す
。

京都府支部

視点
๏ͷ （63）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

「放置自動車の措置」
駐車場契約をした自動車が駐車場に放置され、その所
有者が行方不明になっている場合、土地所有者としては、
自動車所有者に対して駐車場明渡しの裁判を提起し、そ
の判決を得て、強制執行手続により自動車を撤去すべき
です。自動車所有者が行方不明でも、裁判及び強制執行
手続をすることは可能です。駐車場明渡しの強制執行を
した後、自動車の価値があれば自動車差押えによる自動
車競売の強制執行をすることになりますし、自動車が競
売の価値なしと判断される場合は、土地所有者が執行官
から低価格で買い受けて、自ら任意に処分することにな
ります。土地所有者が法的手続によらず、自力で放置自
動車を撤去・処分した場合は、後日、行方不明者から、
器物損壊・窃盗等の告訴や、損害賠償請求を受ける等の
おそれがあります。

ڠɹ͋ΜしΜډ住ڀݚձɹྲྀަࡍࠃ෦ձɹओ࠵

留学生はみんな真剣です

第
7
回
J
P
M
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

今
年
も
京
都
で
研
修
会
開
く
。
就
職
へ
前
向
き

地
元・京
都
で
の
影
響
力
目
立
つ

な
ど
で
す
。市
民
の
間
に
も
支

部
活
動
が
地
元
の
住
環
境
の

向
上
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

後
半
の
目
玉
で
あ
る「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」も
京
都
市
の

住
宅
政
策
を
広
く
オ
ー
ナ
ー

に
知
ら
せ
る
こ
と
と
、現
在
の

賃
貸
住
宅
環
境
の
問
題
点
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
の
開
催
で
す
。

今
回
は
オ
ー
ナ
ー
2
5
0
名

の
来
場
を
予
定
中
。

　

後
半
も
市
民
へ
の
賃

貸
に
関
し
た一般
相
談
は

続
行
で
す
。ま
た
、京
都

市
空
き
家
等
対
策
協
議

に
は
岡
嶋
緑
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

部
会
長
が
出
席
を
予
定
。

企
画
の
ア
イ
デ
ア

会
員
か
ら
次
々
と

　

ま
た
、「
京
都
府
防
犯
モ
デ

ル
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
」へ
の
協
力

も
継
続
で
す
。
今
年
は
レ

デ
ィ
ー
ス
部
会
の
活
動
が
注
目

さ
れ
、10
月
の〝
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
〟実
施
前
の
8
月
に
今
年
第

1
回
の
研
修
と
し
て
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
借
り
切
っ
て
大
阪
大
正

区
の「
I
K
E
A
」を
訪
れ
、現

地
で〝
最
新
家
具
に
よ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
〟研
修

を
実
施
。会
員
が
委
員
会
活
動

へ
次
々
と
企
画
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
即
実
行
と
い
う
の
が
注

目
。櫻
井
支
部
長
の
全
員
参

加
支
部
活
動
の
本
格
化
で
す
。

日 管 協 　 京 都 府 支 部
後半の活動スケジュール

　
京
都
府
支
部
の
28
年
度
後
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
多

種
多
様
で
す
。予
定
し
て
い
た「
成
果
発
表
大
会
」を
取

り
止
め「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
中
心
に
大
小
の
イ
ベ

ン
ト
が
続
き
ま
す
。東
京
都
支
部
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会

と
合
同
で
企
画
の〝
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
in
京
都
〞は
首

都
圏
の
中
心
支
部
と
の
共
催
が
注
目
さ
れ
、支
部
活
動

が一気
に
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
ま
す
。

支
部
活
動
の
エ
リ
ア
広
が
る一方

　
「
ベン
チ
マ
ー
ク
」が
流
行
し
て

い
る
賃
貸
管
理
業
界
。京
都
府

支
部
は
日
常
の
取
り
組
み
を
東

京
都
支
部
の
女
性
会
員
に
し
っ

か
り
見
て
も
ら
お
う
と
独
自
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。一
方

で
、11
月
に
は「
東
京
フ
ォ
ー
ラ

ム
」へ
出
掛
け
て
逆
の「
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
」を
し
よ
う
と
い
う
動
き
。

櫻
井
啓
孝
支
部
長
が
言
う「
支

部
活
動
は
み
ん
な
が
参
加
し
て

役
割
認
識
を
持
ち
、そ
れ
が
や

り
甲
斐
を
感
じ
つ
つ
の
実
践
と

な
り
会
員
の
考
え
る
力
の
効
果

で
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
現

し
て
い
ま
す
」。

　

地
元
行
政
も
支
部
の
活
動

を
し
っ
か
り
認
識
。街
づ
く
り

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
信
頼
し

て
い
ま
す
。空
き
家
対
策
や
賃

貸
管
理
業
者
登
録
制
度
の
加

入
者
増
へ
協
力
依
頼
の
姿
勢

IKEAのショールーム見学

次々開かれる研修会も満員
（大阪のおばちゃんが講師）

留学生への事前研修
　最近、管理会社の社内でかくれた勉強が流行って
います。それは「マナー研修」です。インターンシッ
プの事前研修でも「ビジネスマナーと基本姿勢」と
いうテーマで外国人留学生へのマナー勉強会が行
われました。日本で生活し、学び、就職するのに知っ
ておきたい常識。お国柄、文化の違いはあっても日
本で生活するにはその国のマナーの基本は信頼関
係においても第一とされます。我々の業界でもこの
「マナー」については永遠のテーマとして勉強が行
われています。それほどに東洋の日本ではマナーが
仕事の基本と位置付けられています。
　さて、留学生向けの「ビジネスマナーと基本姿勢」
からは学ぶことは多々あります。身だしなみや気配
りで、消臭剤をかけておくなどはユニークでした。
「挨拶」では積極的に敬意を。相手の目を見ること。
対人関係では約束を守る、時間厳守、5分前行動。仕
事の進め方では〝報連相〟の重視。マナーの初期の
基本とはいえ、文化の違う外国の方にはきっちり伝
えることが相互信頼になるとの結論です。

﹁
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
﹂は
永
遠
の
テ
ー
マ

か
く
れ
た
研
修
の
定
番

日管きんき〈5〉京都府支部



新
会
員
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

同
社
大

阪
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
は
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
北

館
の
５
階
。

１
３
０
０
㎡

余
り
の
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
に

キ
ッ
チ
ン
、洗
面
台
、バ
ス
、建
具

な
ど
の
住
宅
設
備
や
タ
イ
ル
、レ

ン
ガ
、床
材
、ガ
ラ
ス
な
ど
内
、外

装
資
材
数
千
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

一
行
は
大
阪
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の

青
葉
浩
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
案
内

で
、ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョン
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
展
示
室
か
ら
見
学

を
開
始
。特
徴
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス

製
品
な
ど
同
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
は
シ
ン
プ
ル
さ
が
特
徴
。

商
品
に
は
す
べ
て
価
格
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

小
西
克
美
支
部
長
は「
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
が
多
く
、そ
の
デ
ザ

イ
ン
性
が
素
晴
ら
し
く
、価
格

も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」。

見
学
す
る
こ
と
に
よって「
会

員
に
も
認
識
し
て
も
ら
え
ば
、

賃
貸
住
宅
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
時

で
も
役
立
つ
は
ず
」と
、今
回
の

見
学
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
商
品
ご

と
に「
格
好
良
い
」を
連
発
。

「
値
段
は
手
頃
で
、デ
ザ
イ
ン
と

セ
ン
ス
を
加
え
れ
ば
安
い
く
ら

い
」と
感
心
。「
ワ
ン
ル
ー
ム
の
入

居
者
は
若
い
人
が
多
く
、デ
ザ

イ
ン
性
豊
か
な
設
備
を
入
れ
な

く
て
は
見
向
き
も
さ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
時
代
。先
端
を

行
く
デ
ザ
イ
ン
を
数
多
く
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、デ
ザ
イ
ン
の
重

要
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大

阪
南
館
６
階
の「
ス
ー
モ
カ
ウ
ン

タ
ー
」に
移
動
。リ
ク
ル
ー
ト
社

が
、全
国
に
展
開
す
る
相
談
窓

口
で
、新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入

時
や
注
文
住
宅
を
建
築
す
る

際
の
業
者
選
び
の
相
談
を
無
料

で
引
き
受
け
る
シ
ス
テ
ム
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、一行
は
懇
親
会
を
開

き
、会
員
間
の
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ハ
イ
セ
ン
ス

サ
ン
ワ
カ
ン
パ
ニ
ー（
本
社・大

阪
市
、山
根
太
郎
社
長
）は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
住

宅
設
備
、資
材
の
直
接
販
売
で

急
速
に
業
績
を
拡
大
す
る
注

目
企
業
。現
在
、大
阪
の
ほ
か
、

東
京
、名
古
屋
、福
岡
に
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

住
宅
設
備
は
販
売
す
る
企

業
や
販
売
先
に
よ
っ
て
価
格
が

奈
良
県
支
部
を
体
現
す
る

存
在
が
小
西
克
美
支
部
長
。支

部
長
で
あ
る
と
同
時
に
事
務
局

長
、広
報
部
長
も
兼
務
、近
畿

ブ
ロッ
ク
発
足
以
来
、九
年
余
り

も
支
部
運
営
を
切
り
盛
り
し

て
き
ま
し
た
。全
国
で
も
数
少

な
い
女
性
支
部
長
で
す
。

何
よ
り
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
支
部
の
組
織
拡
大
。こ
れ
ま

で
苦
戦
続
き
で
し
た
が
、今
年

度
、４
社（
新
会
員
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
参
照
）が
加
わ
り
、会
員

数
は
23
社
に
拡
大
し
ま
し
た
。

組
織
拡
大
の
要
因
を
小
西

支
部
長
は「
賃
貸
住
宅
管
理
業

に
関
す
る
国
の
制
度
が
整
備
さ

れ
、各
社
が
最
新
情
報
を
得
よ

う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
、そ
れ

に
強
力
な
勧
誘
活
動
」と
豪
快

に
笑
い
飛
ば
し
ま
す
が
、長
年
に

わ
た
る
地
道
な
勧
誘
活
動
が
実

を
結
び
ま
し
た
。

「
奈
良
県
の
場
合
、オ
ー

ナ
ー
自
身
に
よ
る
自
主
管
理
が

多
く
、賃
貸
住
宅
管
理
会
社
が

少
な
い
の
が
悩
み
」。大
手
賃
貸

管
理
会
社
２
社
で「
管
理
を
委

託
す
る
民
間
賃
貸
住
宅
の
九

〇
％
近
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

る
」と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
工
事

や
電
気
工
事
、引
っ
越
し
、清
掃

業
者
な
ど「
関
連
分
野
の
企
業

を
積
極
的
に
勧
誘
し
て
き
ま
し

た
」と
拡
大
の
過
程
を
説
明
。

支
部
活
動
で
は
従
来
の
定

例
幹
事
会
に
加
え
て
、ベ
ン
チ

マ
ー
ク
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。今
年
３
月
に
は
山
本
前

大
阪
府
支
部
長
の
関
西
建
設

本
社
を
見
学
、建
物
の
お
し
ゃ

れ
な
外
観
、内
装
に
目
を
見
張

り
ま
し
た
。

ま
た
、７
月
に
は
別
掲
の
サ
ン

ワ
カ
ン
パ
ニ
ー・大
阪
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
見
学
。「
管
理
会
社
だ
け

で
な
く
、設
備
関
係
な
ど
関
連

業
種
に
も
参
考
に
な
る
企
業
な

ど
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

日
管
協
奈
良
県
支
部
に
新
し
い
仲
間
が
４
社
加
わ
り
ま
し
た
。日

常
的
な
勧
誘
活
動
の
成
果
が
実
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
エ
ス
テ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱

桜
井
市
を

中
心
に
売
買
、

仲
介
、賃
貸

管
理
ま
で
手
掛
け
る
不
動
産

業
。現
在
の
賃
貸
住
宅
管
理
戸

数
は
約
５
０
０
戸
。田
中
健
社

長
は
加
入
の
理
由
を「
全
国
組

織
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

研
修
の
機
会
が
増
え
、社
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
賃
貸
管
理
業

の
方
向
性
を
見
失
わ
な
い
た

め
」と
話
し
て
い
ま
す
。

安
定
的
な
収
入
を
見
込
め
る

賃
貸
住
宅
管
理
部
門
を
さ
ら
に

伸
ば
し
て
い
き
た
い
意
向
で
す
。

所
在
地

　
橿
原
市
木
原
町
１

８
３
―
１

代
表
者

　
田
中
健
社
長

☎
０
７
４
４
―
２
３
―
３
３
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４
―
２
３
―
３
３
５
１

ジ
ェ
イ
・
ネ
ッ
ト
㈱

天
理
市
を
中
心
に
営
業
す

る
引
越
専
門
業
者
。地
元
の
運

輸
会
社
原
口
運
輸
グ
ル
ー
プ
の一

員
で
す
。日
管
協
に
加
入
し
た

の
は「
小
西
支
部
長
の
強
力
な

勧
誘
と
、他
業
種
と
の
交
流
に

よ
っ
て
新
し
い
取
引
先
を
獲
得

し
た
い
」（
川
野
達
也
引
越
セ
ン

タ
ー
長
）と
い
う
理
由
。

所
在
地

　
天
理
市
嘉
幡
町
一四

六
―
五（
引
越
セ
ン
タ
ー
）

代
表
者

　
後
岡
美
咲
子
社
長

☎
０
７
４
３
―
６
４
―
６
６
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
３
―
６
４
―
６
６
５
６

㈲
ア
ル
デ
コ
希

郡
山
市
を

中
心
に
奈
良
県

一円
で
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
住
宅
、店
舗
な
ど
内
装
仕

上
げ
工
事
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

入
会
の
き
っ
か
け
は「
仕
事

の
幅
が
広
が
る
わ
よ
」と
い
う

小
西
支
部
長
の
勧
誘
。辻
本
竜

二
社
長
は「
輸
入
も
の
の
ク
ロ
ス

を
扱
う
な
ど
、イ
ン
テ
リ
ア
に
特

化
し
て
い
き
た
い
」。

所
在
地

　
大
和
郡
山
市
田
中

町
７
４
３
。

代
表
者

　
辻
本
竜
二
社
長

☎
０
７
４
３
―
５
３
―
２
２
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
３
―
５
３
―
２
２
４
８

㈱
リ
バ
ウ
ン
ド
・
ダ
ス
キ
ン
い
か
る
が

「
ダ
ス
キ
ン
い
か
る
が
」支
店

を
運
営
す
る
チェ
ー
ン
店
。清
掃

事
業
を
通
じ
て
、賃
貸
住
宅
管

理
業
と
は
縁
の
深
い
会
社
で
す
。

池
宮
ゆ
き
み
支
店
長
は「
日
管

協
加
盟
で
他
業
種
と
の
交
流

を
深
め
、清
掃
だ
け
で
な
く
、日

常
の
管
理
業
務
や
害
虫
駆
除

な
ど
顧
客
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

所
在
地

　
奈
良
県
生
駒
市
斑

鳩
町
東
福
寺
１
―
６
―
９
。

代
表
者

　
新
三
郎
社
長
。

☎
０
１
２
０
―
８
１
―
５
３
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
５
―
７
５
―
０
３
９
１

奈
良
県
支
部
は
７
月
29
日
、大
阪
市
北
区
の
グ

ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
内
の「
サ
ン
ワ
カ
ン
パ
ニ
ー・大

阪
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」を
見
学
し
ま
し
た
。支
部
会
員

10
社
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

奈良県支部の見学会

デザインの重要性を再確認
奈良県支部、サンワカンパニー・ショールーム見学

建築材料も豊富に揃えている

大
き
く
違
い
、中
間
マ
ー
ジ
ン
が

見
え
に
く
い
と
い
わ
れ
る
。同

社
は
住
宅
設
備
、資
材
業
界
の

中
に
あ
って「
ワ
ン
プ
ラ
イ
ス
」を

貫
き
、「
異
端
児
」と
呼
ば
れ
る

企
業
。デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
て

国
際
的
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
し
、数
々
の
賞
を
獲
得
、ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
こ
と
に
努

め
て
い
ま
す
。

や
る
気
と
元
気
で
支
部
運
営

着
々
と
組
織
拡
大
、小
西
奈
良
県
支
部
長

田中社長辻本社長

着 と々会員拡大の
成果をあげる小西
克美奈良県支部長

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

                                          

                           

MERIT 1. 保険事務８０％以上の大幅軽減化を実現！(*当社内比較)  ご本業に専念して頂けます ★事務コスト削減利益の獲得 

MERIT 2. 管理会社向け通販システムでコンプライアンス遵守！  

MERIT 3. 地震保険で大震災時の事前クレーム対策！ 3.11東日本大震災に学ぶ、管理会社様の事前クレーム対策として必要です（南海トラフ対策） 

ＡＩＵ損害保険株式会社 西日本地域事業本部 大阪第三支店

大阪市北区天満橋１-８-３０ ＯＡＰﾀﾜｰ３４Ｆ ＴＥＬ.０６-６２４２-６３６０ お問合せ先 ： 服部・吉川・吉田

（公財）日本賃貸住宅管理業協会の会員様専用｢賃貸住宅管理業賠償責任保険｣は日管協様とＡＩＵのオリジナル商品です

  ＡＩＵは管理会社の皆様を強力にサポート致します  

  ■新規契約の通販システム（保険料コンビニ領収システム）
                                  ⇒管理会社様向け通信販売特約付帯の非対面型販売方式 ※対面販売しない管理会社様の対応策

≪不動産管理会社の代理店専用システム≫   ■更改契約の通販システム ★ＡＩＵからご入居者様へ更改キットを直送！更改申込書を省略！

★コンプライアンス対応は万全ですか？    ⇒更改時の保険申込書省略方式で保険事務を大幅に軽減 ※2006年コンビニ払込票の特許取得済

■異動解約サポートセンター            / 
                            ⇒解約時はお客様と弊社サポートセンターが通話料無料ダイヤルで返戻金送金等の直接対応を致します



和
歌
山
県
支
部

ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
は
10
月
８
日

に
開
催
す
る
和

歌
山
県
支
部
。こ

れ
ま
で「
和
歌
山

ビ
ッ
グ
愛
」で
の

開
催
が
恒
例
で

し
た
が
、今
年
は

市
中
心
部・米
屋

町
の
県
民
交
流
ス

ペ
ー
ス「
み
ん
な

の
学
校
」に
変
わ
り
ま
す
。

講
師
は
和
歌
山
県
庁
の
元

職
員
で
、現
在
は
地
酒
バ
ー「
水

辺
座
」を
経
営
す
る
武
内
淳
さ

ん
。県
庁
時
代
は
日
管
協
と
の

窓
口
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
縁

の
深
い
人
物
で
す
。

武
内
さ
ん
は
退
官
後
、和
歌

山
の
空
き
家
問
題
や
中
心
部
の

再
活
性
化
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の

手
法
で
果
た
す「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
」に
参
加
。そ
の
メ
ン

バ
ー
と
協
力
し
て
酒
蔵
を
眺
め

ら
れ
る
川
の
ほ
と
り

に
地
酒
バ
ー
を
開
店

し
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を「
空

き
家
を
活
用
し
た
Ｄ

Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
で

ま
ち
な
か
再
生
！
わ

か
や
ま
水
辺
の
挑
戦
」

と
題
し
て
講
演
。政
府

は「
地
方
創
生
」を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、地
元
の
熱
意
が

な
け
れ
ば
無
意
味
で
す
。武
内

さ
ん
は
和
歌
山
の
ま
ち
づ
く
り

の
盛
り
上
が
り
を
語
り
ま
す
。

和
歌
山
県
支
部
は
昨
年
、鶴

保
庸
介
参
議
院
議
員
に
話
題
の

「
民
泊
」に
つ
い
て
講
演
し
て
も

ら
い
、そ
の
タ
イ
ム
リ
ー
さ
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。今
年
も

そ
の
企
画
力
に
注
目
で
す
。

兵
庫
県
支
部

関
西
は
南
海
ト
ラ
フ
を
発
生

源
と
す
る
巨
大
地
震
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
火
災
保
険
」「
地
震
保
険
」。

支
部
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
Ａ

Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
㈱
の
西
日
本
地

域
事
業
本
部
の
吉
田
武
課
長
を

講
師
に
迎
え
テ
ー
マ
も
ず
ば
り

「
大
切
な
資
産
を
守
る
火
災
保

険
、地
震
保
険
を
知
ろ
う
！
」。

火
災
保
険
と
地
震
保
険
の

基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。保
険

金
は
来
年
、大
き
く
変
更
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、そ
の
内
容
を

詳
し
く
説
明
。

保
険
金
の
支
払
額
は
被
災

状
況
や
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

の
で
、リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
、ど

の
よ
う
な
保
険
契
約
を
す
る
べ

き
か
、分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
も
ら
え
ま
す
。

ま
た
第
１
部
で
は
松
本
智
兵

庫
県
支
部
長
が「
大
き
く
変
わ

る
賃
貸
市
場
と
協
会
の
最
新
ト

ピ
ッ
ク
ス
」と
題
し
て
講
演
。賃

貸
市
場
の
環
境
変
化
や
法
令
の

変
化
を
解
説
し
ま
す
。

滋
賀
県
支
部

滋
賀
県
支
部
は
10
月
23
日
に

開
催
。イ
ナ
ガ
キ
総
合
事
務
所

の
稲
垣
友
一代
表
が「
土
地
を
１

０
０
％
残
す
５
つ
の
秘
訣
」と
題

し
て
講
演
。稲
垣
氏
は
相
続
対

策
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
人
気

を
集
め
、講
演
は
具
体
的
、実
践

的
と
定
評
が
あ
り
ま
す
。

「
減
価
償
却
の
上
手
な
使
い

方
」「
配
偶
者
控
除
、扶
養
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
」を
使
い
こ
な

し
て
行
う
節
税
対
策
、来
年
に

迫
っ
た
相
続
税
増
税
に
対
し「
年

内
に
行
う
対
策
と
年
明
け
に
行

う
対
策
の
違
い
」な
ど
を
解
説
。

第
１
部
で
は
山
口
俊
和
滋

賀
県
支
部
長
が「
民
泊
、民
法
、

管
理
業
法
⋮
今
、知
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
賃
貸
施
策

最
前
線
」と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。

奈
良
県
支
部

第
１
部
で
は
小
西
克
美
支
部

長
が「
賃
貸
施
策
の
最
前
線
」を

解
説
。第
２
部
は
稲
垣
友一氏
が

「
勝
ち
組
大
家
さ
ん
の
賢
い
確

定
申
告
」と
題
し
て
、節
税
対
策

を
解
説
し
ま
す
。

第
３
部
は「
Ｒｅａ
ｌ�

Ｅｓ
ｔｅ

ｔｅ�

Ｊ
ａｐ
ａｎ
の
Ｇ
Ｍ
北
川
泰

三
氏
が「
外
国
人
賃
貸
住
宅

市
場
と
新
し
い
保
証
の
カ
タ

チ
」と
題
し
て
講
演
。日
本
の
投

資
家
と
の
違
い
、注
目
点
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

同
社
は
、外
国
人
投
資
家
ら

に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
不
動
産

関
係
者
に
提
供
す
る
ほ
か
、不

動
産
情
報
を
世
界
に
配
信
、不

動
産
業
界
の
国
際
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
支
部
は
６
月
29
日
、

大
津
市
の
エ
ル
ア
イ
シ
ー
社
大

会
議
室
で
28
年
度
第
１
回
支

部
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
会
員
の
社
員
約
50
人
と
エ

ル
ア
イ
シ
ー
の
若
手
社
員
約
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は「
電
力
自
由
化
」

が
テ
ー
マ
。今
年
４
月
か
ら
消
費

者
向
け
の
電
力
販
売
も
自
由

賃
貸
住
宅
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー（
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
）が
、10
、11
月
に一斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。兵
庫
、

滋
賀
、奈
良
、和
歌
山
の
４
県
支
部
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
独
自
の
企
画
で
開
催
し
ま
す
。

電
力
自
由
化
、
プ
ラ
ン
選
択
が
重
要

滋
賀
県
支
部
第
１
回
研
修
会

４県支部が住環境向上セミナー開催
再
活
性
へ
和
歌
山
県
支
部
の
独
自
企
画 

好評だった昨年の和歌山県支部セミナー

相続税、地震保険、国際化―多彩に

住環境向上セミナー（オーナーセミナー）開催予定
日時 支部 場所 講師 テーマ

10月8日
14時

和歌山県
支部

「みんなの学校」
（和歌山市米屋町2）

宿坊クリエイティブ代表、
酒バー水辺座店主
武内淳氏

空き家を活用したDIYリノベーショ
ンでまちなか再生！わかやま水辺
の挑戦

10月22日
14時30分

兵庫県
支部

神戸国際会館
（神戸市中央区御幸通8丁目１-69）

AIU損害保険西日本地域事
業本部　吉田武課長

大切な資産を守る「火災保険」
「地震保険」を知ろう！

10月23日
13時30分

滋賀県
支部

草津市まちづくりセンター
（草津市大路町９－６）

イナガキ総合事務所
稲垣友一代表 土地を100％残す5つの秘訣

11月3日
13時

奈良県
支部

ホテル日航奈良
（奈良市三条本町８－１）

Real�Estate�Japan㈱
北川泰造代表ほか

外国人賃貸住宅市場と新しい
保証のカタチ

滋賀県支部の第1回研修会

化
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
意
義
や

消
費
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
つい
て
は
、

意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

賃
貸
管
理
会
社
に
も
オ
ー

ナ
ー
か
ら「
ど
こ
の
電
力
会
社

と
契
約
す
る
の
が
得
に
な
る
ん

や
」と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
増

え
て
い
ま
す
。そ
こ
で「
い
ま
さ

ら
聞
け
な
い
電
力
自
由
化
」を

改
め
て
学
習
し
直
そ
う
と
い
う

試
み
で
す
。

第
１
部
で
は
太
陽
光
発
電

設
備
付
き
住
宅
の
建
設
な
ど
の

経
験
が
豊
富
な「
快
楽
住
宅

㈱
」の
三
好
芳
治
社
長
が
電
力

事
業
の
イ
ロハ
を
解
説
。第
２
部

で
は
電
力
販
売
を
開
始
し
た

大
阪
ガ
ス・リ
ビ
ン
グ
営
業
部
の

船
越
和
彦
営
業
統
括
が
自
社

の
電
力
販
売
の
有
利
さ
を
売
り

込
み
ま
し
た
。

参
加
者
は「
電
力
会
社
に
よっ

て
、様
々
な
プ
ラ
ン
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、物
件
の
規
模
や
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
、お
得
な
プ
ラ
ン
を
選

ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分

かっ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
支
部
は
７
月
12
日
、

尼
崎
市
の
尼
崎
商
工
会
議
所

で
28
年
度
第
２
回
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。研
修
会
は
伊

丹
市
の
不
動
産
会
社「
ヒ
ラ
ク
」

の
加
藤
薫
社
長
が「
古
家
物
件

老
朽
住
宅
改
装
で
儲
か
る
家
主
業

兵
庫
県
支
部
第
２
回
研
修
会

の
収
益
化
を
目
的
と
し
た
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョン
」と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

加
藤
社
長
は
ヒ
ラ
ク
を
経
営

す
る
ほ
か
、個
人
で
多
数
の
賃

貸
住
宅
や
駐
車
場
を
所
有
し
、

高
収
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。ま

た
、個
人
家
主
90
人
余
り
を

「
ド
リ
ー
ム
家
主
倶
楽
部
」と
し

て
組
織
化
。家
主
同
士
の
情
報

交
換
や
経
験
交
流
に
よ
って
、家

主
業
の
経
営
を
支
援
し
て
い
ま

す
。実

際
に
超
格
安
の
老
朽
住

宅
や
賃
貸
住
宅
を
単
独
、ま
た

は
共
同
で
購
入
。そ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
交
換
し
合
っ
て

い
ま
す
。

倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ

て
、清
掃
作
業
な
ど
を
手
伝
い
、

客
付
け
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。一五
％
を
超
え

る
高
利
回
り
物
件
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

加
藤
社
長
は「
倶
楽
部
は
確

実
に
空
き
家
問
題
の
解
決
の一

助
に
な
って
い
ま
す
。や
り
方
次

第
で
家
主
が
高
収
益
を
得
ら

れ
、良
好
な
住
ま
い
環
境
の
維

持
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

兵庫県支部の第２回研修会

第
４
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

第
４
回
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ンペ
は
10
月
19
日
、大

津
市
の
瀬
田
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
西
コ
ー

ス
で
開
催（
滋
賀
県
支
部
主
管
）さ

れ
ま
す
。10
組
40
人
が
参
加
し
ま
す

（
参
加
申
し
込
み
は
終
了
）。

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

 〒540-0008 

 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 

ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒642-0001 和歌山県海南市船尾 241-8 木地由ビル 1F
 （㈱ホームズ内）
　TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
　E-mail.kogire@homes-homes.jp

〈JR海南駅下車歩15分〉

〒520-2153 滋賀県大津市一里山1丁目9-15 エミール瀬田 2F
 （㈱コンクウェスト内）
　TEL.077-547-3232 FAX.077-544-0945
　E-mail.kawai@conq.jp

　TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
　E-mail.kyoto@jpm.jp「相続・相談コーナー」も同フロアに。

　

災
害
時
に
管
理

業
の
役
割
り
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。「
住
宅
」

を
扱
う
仕
事
だ
け

に
被
災
者
へ
ど
の
よ

う
な
カ
タ
チ
で
住
宅

の
提
供
が
出
来
る

の
か
、今
回
の
震
災

で
役
割
の
大
き
さ

が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
日
管

協
全
体
で
災
害
時

で
の
取
組
み
が
具

体
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
〝
地
震
列
島
〟を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
今
回
の
熊
本
地
震
。

熊
本
を
含
め
た
九
州
の
主
要
都

市
に
は
日
管
協
の
有
力
管
理
会

社
の
本
社
が
あ
り
、〝
住
〟を
求

め
る
被
災
地
へ
の
ス
ピ
ー
ド
対

応
を
し
ま
し
た
。今
野
幸
輝
副

会
長
を
は
じ
め
日
管
協
本
部
、

各
ブ
ロッ
ク
、支
部
か
ら
幹
部
が

現
地
入
り
。近
畿
ブ
ロッ
ク
か
ら

も
長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
は
じ

め
幹
部
が
現
地
で
被
災
地
に
お

け
る
管
理
会
社
の
役
割
を
知
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

日
管
協
会
員
の
設
備
会
社
も

関
連
管
理
会
社
を
経
由
し
て

住
設
機
器
や
水
な
ど
を
提
供
。

支
援
の
輪
は
次
々
と
広
が
り
ま

し
た
。そ
の
結
果
は〝
次
に
備
え

て
〟の
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
教

訓
を
得
ま
し
た
。6
月
に
創
刊

さ
れ
た
日
管
協
の
広
報
紙「
日

管
協
ト
ゥ
デ
イ
」に
も
詳
細
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
衣
食
住
」の
う
ち
大
事
な

「
住
」の
部
分
の
役
割
を
占
め
る

日
管
協
会
員
は
ま
ず「
住
」を

提
供
出
来
る
組
織
の一
員
と
し

て
自
他
共
に
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。「
行
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
」こ
れ
は
ど
の
世
界
に
も

通
じ
る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
地
震
で
は
か
つ
て
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
今
野

幸
輝
副
会
長
が
地
元
の
会
員

会
社
と
協
力
し
、行
政
と
連
携

し
て
民
間
賃
貸
住
宅
の
空
室

を
被
災
者
へ
提
供
す
る「
み
な

し
仮
設
住
宅
」に
取
り
組
み
ま

し
た
。現
地
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
受
付
け
窓
口
を
設
置
、他
地

域
の
会
員
な
ど
が
現
地
に
赴
き
、

電
話
受
付
け
や
物
件
案
内
な

ど
の
支
援
業
務
を
実
施
。

　

大
阪
府
支
部
も
今
回
、災
害

研
究
に
取
り
組
み
、秋
の
研
修

で
早
速
、震
災
リ
ス
ク
を
考
え

る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を

実
施
。今
後
の
災
害
へ
の
準
備

を
し
て
い
き
ま
す
。日
管
協
の

地
震
な
ど
災
害
へ
の
関
心
が
本

格
化
し
て
き
ま
し
た
。

大阪府支部でも研究会を早速開催

お
知
ら
せ

出
ま
し
た〝
創
刊
号
〟

「
日
管
協
ト
ゥ
デ
イ
」

　

日
管
協
が
情
報
時
代
に
欠

か
せ
な
い
媒
体
と
し
て
広
報

紙
「
日
管
協
ト
ゥ
デ
イ
」
を

創
刊
し
ま
し
た
。
本
部
広
報

委
員
会
、
本
部
担
当
者
、
そ

れ
に
編
集
企
画
で
加
わ
っ
た

㈱
週
刊
住
宅
新
聞
社
の
ス

タ
ッ
フ
に
ご
苦
労
様
と
言
い

た
い
で
す
。
本
部
の
活
動
計

画
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
14
ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動
状
況
を
知
る

こ
と
で
会
員
の
一
体
化
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
創
刊
の
目
的

で
す
。
次
号
へ
さ
ら
に
期
待

が
か
か
り
ま
す
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
新
事
務
所

伏
見
区
の
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
へ

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
長
田
修

ブ
ロ
ッ
ク
長
）
事
務
局
が
次

の
住
所
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
岡
本
秀
巳
氏
（
日

管
協
理
事
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

事
務
局
長
、
㈱
都
ハ
ウ
ジ
ン

グ
社
長
）
が
事
務
局
長
と
な

り
、
そ
れ
に
伴
う
新
事
務
所

へ
の
移
動
で
す
。

☆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
＝

〒
6
1
2
―
0
0
2
5
京
都

市
伏
見
区
深
草
キ
ト
ロ
町
30

―
12
㈱
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内

大
阪
府
支
部
も
具
体
的
動
き

　阪神大震災、東日本大地震、熊本地震と短い
期間に列島を揺らした災害。日管協では本部を
中心に被災地へ会員による住宅提供や被災状況
の伝達、義援金送付などを経験。熊本地震では
地元の業者を中心に過去の経験を生かし、住宅
提供を中心に迅速な支援が行われ、その行動が
今後の災害への危機管理の大きな参考になりま
した。

日
管
協
全
体
に
広
が
る
危
機
意
識

熊本地震でボランティアを行う兵庫県支部の会員

災害時の賃貸管理会社の役目

　前回の入場者数は503社、1733
人が参加した日管協主催「日管協
フォーラム2016」がいよいよ近づい
てきました。関西からも「今年は出掛
けてみたい」などの声も聞かれ、前
回以上の来場者数になりそうです。
すっかりお馴染みのなった〝ブルテ
リ〟シロちゃんも「今年も楽しみだワ
ン！」とお迎えのポーズです。
　当日は午前11時から午後8時まで
スケジュールはびっしりです。協会
本部の主要委員会からの研修発
表に期待です。
　情報発表やセミナーを1日で受講
できる機会。全てを完全に受講でき
ない分、レジュメや資料を用意。持ち
帰って再度社内で研修を開いてもよ
いように工夫がされているのも特徴。

　回を重ねるごと
に来場者数が増
えているのも傾向
です。楽しみと期
待に溢れるフォー
ラムです。近畿ブ
ロックの京都府支
部ではフォーラム
を「ベンチマーク」
として捉え参加を予定しています。会
場へのアクセスは次の通り。
●�会場=明治記念館　東京都港
区元赤坂2-2-23

●�アクセス=JR中央線・総武線「信
濃町駅」下車、徒歩3分　地下鉄
　銀座線・半蔵門線・大江戸線
「青山一丁目駅」下車（1番出口）
徒歩6分

〝
今
年
も
楽
し
み
だ
ワ
ン
〟（
22
セ
ミ
ナ
ー
開
講
）

「日管協フォーラム2016」（11月15日（火）東京 明治記念館）

　

天
災
や
法
律
施
行
、経
済

状
況
に
対
応
し
つ
つ
思
考
し
、

社
会
的
役
割
り
を
着
々
と

こ
な
し
て
い
る
の
が
日
管
協

の
活
動
で
す
。雑
誌
や
専
門

紙
に
こ
の
と
こ
ろ〝
日
管
協
〟

の
存
在
と
役
割
り
が
報
じ
ら

れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
の

が
そ
の
表
れ
で
す
。
入
会

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
で
会
員

が
増
え
、組
織
の
パ
ワ
ー
は
さ

ら
に
上
昇
し
そ
う
で
す
。入

会
促
進
で
大
阪
府
支
部
が

独
自
の
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
も
注
目
で
す
。

（
広
報
紙
担
当
）

日管きんき〈8〉 近畿ブロック６支部

会員 入会金 年会費 補足

プレミア会員 100,000円 48,000円

本会の取扱商品を積極的に導入してい

ただける方

（株式会社全管協共済会代理店として

「安心保険プラスⅢ」の取り扱いが必要

です。）

ナビ会員 140,000円 144,000円
全管協が推奨する賃貸管理ビジネスナ

ビ掲載商品を積極的に導入して頂ける

方

パートナー会
員

100,000円 360,000円 事前に登録商品の審査・承認が必要

［ 入会案内 ］

全国賃貸管理ビジネス協会は、全国の各地域で最も力のある賃貸仲介・管理会社が集まっている団

体です。各社の売上・利益はこの10年間で急速に伸びてきました。その秘密をお教えします。

企業数 1,６２３社 管理戸数250万戸

※その他詳細はお問い合わせください。※ナビ会員、パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の少額短期保険会社を活用（新商品販売で更に魅力アップ）

全管協にご入会いただくことで、㈱全管協共済会の家財保険のお取り扱いが可能となります。

㈱全管協共済会は、少額短期保険としては日本最大のグループ保有件数（116万件）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品

高い代理店手数料
最高５５％

1K、2LDK等の、間取りにより定型の６コースを選択ボーナス手数料を含む

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

日本最大のネットワークを活かし、

地域社会への貢献と会員の発展を支援します

素早い事故対応
専任担当者が
業務サポート

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

全国賃貸管理ビジネス協会関西支部 〒533‐0013 大阪市東淀川区豊里2‐25‐8 TEL:06‐6326‐3988


